
私の授業実践 ～教育現場の最前線から～

筆
者
は
、
大
学
院
修
了
後
、
米
国
の
私
立
大
学
の
大
学
図
書
館

で
勤
務
し
て
い
た
。
２
０
１
８
年
途
中
に
帰
国
し
、
民
間
企
業
に

２
年
ほ
ど
勤
め
た
後
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
大
学
で
授
業
を
担
当

し
て
い
る
。
専
攻
は
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
だ
が
、
大
学
図
書

館
で
の
職
務
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
司
書
課
程
の
教

員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
勤
務
し
て
い
る
共

立
女
子
大
学
で
も
、
主
に
同
課
程
の
科
目
を
教
え
て
い
る
。

日
本
の
司
書
課
程
は
公
共
図
書
館
に
お
い
て
図
書
館
の
専
門
的

な
事
務
に
従
事
す
る
「
司
書
」
と
な
る
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

課
程
で
、
履
修
す
べ
き
科
目
は
文
部
科
学
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
科
目
の
内
容
に
関
し
て
も
、『
司
書
資
格
取

得
の
た
め
に
大
学
に
お
い
て
履
修
す
べ
き
図
書
館
に
関
す
る
科
目

の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
）』（
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方

検
討
協
力
者
会
議
［
２
０
０
９
年
］。
以
下
、『
図
書
館
に
関
す
る

科
目
の
在
り
方
』）
に
お
い
て
、
科
目
概
要
や
10
個
ほ
ど
の
単
元
に

至
る
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
特
論
」
を
除
く
大
半
の
科

目
に
つ
い
て
は
、
各
科
目
に
対
応
し
た
、
14
～
15
章
程
度
で
構
成

さ
れ
た
教
科
書
が
複
数
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
司
書
課
程
科
目
は
、
市
販
の
教
科

書
に
頼
っ
て
授
業
を
行
う
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い

は
、
筆
者
に
は
図
書
館
で
の
実
務
経
験
が
あ
る
の
で
、
単
に
『
図
書

館
に
関
す
る
科
目
の
在
り
方
』
に
示
さ
れ
た
単
元
に
従
い
、
自
身

が
経
験
し
た
り
見
聞
き
し
た
り
し
た
こ
と
の
あ
る
「
事
例
」
の
紹

介
だ
け
で
、
そ
れ
ら
し
い
授
業
を
成
立
さ
せ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
司
書
課
程
の
授
業
も
大
学
に
お
け
る
学

び
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
学
修
効
果
の

向
上
や
学
生
の
学
修
体
験
を
増
や
す
た
め
に
は
、
司
書
課
程
の
授

業
に
も
、
大
学
に
お
け
る
教
授
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
様
々

な
工
夫
や
取
り
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
、

と
い
つ
し
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
意
識
し
て
実
践
し
て
い
る
の
は
次
の
３
つ
で
あ
る
。

１
つ
目
は
、
科
目
ご
と
、
回
ご
と
の
学
修
目
標
を
明
確
に
示
す

こ
と
だ
。
例
え
ば
事
例
の
紹
介
が
中
心
の
授
業
で
も
、
学
生
は
ど

司
書
課
程
科
目
の

学
修
体
験
を
高
め
る
た
め
に

小
牧 

龍
太

共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
文
芸
学
科 

准
教
授
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私の授業実践 ～教育現場の最前線から～

の
単
元
と
結
び
つ
い
た
事
例
か
を
は
っ
き
り
意
識
で
き
る
。
教
員

と
し
て
も
、
た
だ
の
漫
然
と
し
た
「
思
い
出
話
」
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
Ｆ
Ｄ
研
修
等
で

何
度
も
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

２
つ
目
は
、
主
体
的
、
能
動
的
な
学
び
の
機
会
を
作
る
こ
と
だ
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
司
書
課
程
科
目
で
は
修
得
す
べ
き
知
識
の
量

が
あ
る
程
度
標
準
化
さ
れ
て
お
り
、
科
目
に
よ
っ
て
は
座
学
の
時

間
が
長
く
な
る
。
そ
れ
で
も
、
可
能
な
限
り
、
手
を
動
か
し
た
り
、

自
分
で
考
え
た
り
す
る
機
会
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
例

え
ば
「
図
書
館
情
報
技
術
論
」
と
い
う
授
業
で
は
、
図
書
館
の
業
務

に
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
を
用
意
し
て
貸
出

等
の
業
務
を
擬
似
的
に
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
で
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
分
析
し
て
、
概
要
や
特
徴
、
利
用

方
法
等
を
発
表
す
る
演
習
や
課
題
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
も
し
て

い
る
。

３
つ
目
は
、
授
業
用
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
授
業
に
応
用
で
き
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
近
で
は
当
た
り
前
に

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
完
全
に
対
面
の
授
業
で
も
、
学
修
支

援
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
授
業
資
料
の
共
有
や
、
小
テ
ス
ト
の

実
施
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
自
主
的
な
事
前
学
習
、
事

後
学
習
を
促
す
効
果
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
授
業
の
形

式
に
か
か
わ
ら
ず
、
ク
リ
ッ
カ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
使

用
し
て
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
集
め
て
も
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
、
両
方
の
出
席
者
が
い
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型

の
授
業
で
も
、
ど
の
学
生
に
も
均
等
に
発
言
や
質
問
の
機
会
を
提

供
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
完
全
オ
ン
ラ

イ
ン
や
、
履
修
者
数
が
多
く
、
学
生
同
士
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
少
な
く
な
り
が
ち
な
対
面
授
業
で
も
、
学
生
が
他
の
学
生
の
思

考
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
も
繋
が
る
と
い
っ
た
効
果
を
感
じ
て
い
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
筆
者
の
司
書
課
程
科
目
に
お
け
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
述
べ
た
。
司
書
課
程
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
に
留
ま
ら

ず
、
他
の
資
格
課
程
や
、
資
格
試
験
の
受
験
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
科

目
、
よ
り
発
展
的
な
授
業
の
先
修
科
目
に
指
定
さ
れ
て
い
る
科
目

な
ど
、
一
定
の
量
や
内
容
の
知
識
の
修
得
が
求
め
ら
れ
る
授
業
を

教
え
て
お
ら
れ
る
先
生
方
に
も
共
感
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
て

い
れ
ば
幸
い
に
思
う
。
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。
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は
じ
め
に

追
手
門
学
院
は
、
１
８
８
８
年
、
大
阪
城
の
大
手
前
に
大
阪
偕

行
社
附
属
小
学
校
と
し
て
産
声
を
上
げ
、
中
学
校
、
高
等
学
校
を

順
に
設
置
し
、
初
等
中
等
教
育
を
担
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
１
９

６
６
年
に
文
学
部
と
経
済
学
部
の
２
学
部
で
開
学
し
た
追
手
門
学

院
大
学
は
、
２
０
２
５
年
４
月
に
初
め
て
の
理
系
学
部
で
あ
る
理

工
学
部
を
開
設
し
、
文
理
を
備
え
る
９
学
部
の
総
合
大
学
化
を
実

現
し
た
。

社
会
の
進
化
・
進
展
が
激
し
く
、
従
来
の
文
系
・
理
系
と
い
う

区
分
だ
け
で
は
扱
い
切
れ
な
い
事
象
や
複
合
領
域
も
ど
ん
ど
ん
増

え
て
く
る
中
、
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
文

理
を
超
え
る
こ
と
を
含
め
、
多
様
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ

る
仕
掛
け
を
施
し
て
き
た
。

２
０
１
９
年
に
は
経
営
学
部
に
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻
を
、
２
０

２
１
年
に
は
心
理
学
部
に
人
工
知
能
・
認
知
科
学
専
攻
を
設
置
し
、

さ
ら
に
２
０
２
２
年
に
は
、
文
学
部
に
美
学
・
建
築
文
化
専
攻
を

設
け
た
。
文
系
の
学
部
の
中
に
理
系
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
教
育
お
よ
び
研
究
の
場
を
活
性
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ

の
文
理
を
超
え
る
「
挑
戦
」
を
大
学
レ
ベ
ル
で
行
う
の
が
、
こ
の

た
び
の
理
工
学
部
の
開
設
と
い
う
わ
け
だ
。

２
０
２
５
年「
第
二
の
開
学
」へ

1１
９
６
６
年
に
大
学
を
開
学
し
、
２
０
２
６
年
に
は
人
間
で
言

え
ば
還
暦
と
な
る
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
に
至
る
。

２
０
１
４
年
時
点
で
は
、
５
学
部
収
容
定
員
約
５
千
人
の
中
規

模
大
学
で
あ
っ
た
本
学
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
と
学
部
拡
充
を
重

ね
、
２
０
２
５
年
、
初
め
て
の
理
系
学
部
で
あ
る
理
工
学
部
を
設

置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
９
学
部
収
容
定
員
約
１
万
人
の
大
規
模
総

合
大
学
化
が
実
現
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
２
０
１
９
年
に
こ
れ
ま
で
の
茨
木
安
威
キ
ャ
ン

パ
ス
に
加
え
て
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
け
、
２
キ
ャ
ン
パ

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の
不
易
流
行

追
手
門
学
院
大
学
理
工
学
部

　・
　佐
藤 

宏
介 

﹇
理
工
学
部
長
﹈

明日への試み

あ  

い
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ス
体
制
で
の
整
備
拡
充
を
行
っ
た
。
２
０
２
５
年
に
は
、「
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ベ
ー
ス
」
と
い
う
地
上
６
階
建
、
南
北
２
５
０
メ
ー
ト
ル

の
壮
大
な
新
校
舎
が
完
成
し
、
学
生
へ
の
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
、
２
０
２
５
年
を
「
第
二
の
開
学
」
と
呼

び
、
未
来
に
持
続
可
能
な
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
と
使
命

を
果
た
す
べ
く
、
新
し
い
目
標
に
基
づ
く
教
育
を
展
開
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
文
理
を
超
え
て
生
涯
学
び
続
け
る
人
材
の
養
成
と
、
Ｄ

Ｘ
を
も
活
用
し
た
心
地
よ
い
社
会
の
実
現
で
あ
る
。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
へ
の
適
応

2現
代
は
、
天
然
資
源
が
地
球
上
に
偏
在
し
て
い
る
中
、
先
進
国

の
み
が
扱
え
て
き
た
技
術
が
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
（
一
般
化
）
す
る

こ
と
で
世
界
に
移
転
さ
れ
や
す
く
な
り
、
情
報
に
至
っ
て
は
国
境

に
関
係
な
く
瞬
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
拡
散
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
世
界
は
予
測
不
可
能
な
速
度
で
変
化
し
、
将
来

の
出
来
事
や
結
果
が
見
通
せ
ず
、
多
く
の
要
素
が
相
互
に
関
連
し

合
い
、
現
在
の
状
況
さ
え
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、V

olatility

（
変
動
性
）、 U

ncertainty
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ス
体
制
で
の
整
備
拡
充
を
行
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た
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２
０
２
５
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デ

ミ
ッ
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ベ
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０
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０
２
５
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し
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を
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Ｘ
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Ｕ
Ｃ
Ａ
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（
不
確
実
性
）、 C

om
plexity

（
複
雑
性
）、 A

m
biguity

（
曖
昧

性
）
が
高
ま
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
環
境
の
変
化
に
素
早
く
適

応
し
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
方
法
を
試
す
「
柔
軟
性
」、
問
題
を
分

析
し
、
複
雑
な
状
況
で
も
適
切
な
意
思
決
定
を
行
う
「
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
」、
多
様
な
視
点
を
持
つ
人
々
と
連
携
し
、
新
し

い
価
値
を
創
造
す
る
「
協
力
と
共
創
」、
卒
業
後
も
新
し
い
ス
キ
ル

や
知
識
を
継
続
的
に
習
得
す
る
「
学
び
続
け
る
姿
勢
」
が
求
め
ら

れ
る
。

こ
の
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に
適
応
し
て
、
教
育
を
進
化
さ
せ
る

「
挑
戦
」
を
大
学
レ
ベ
ル
で
行
う
の
が
、
本
学
の
理
工
学
部
の
設
置

で
あ
る
。
新
設
す
る
理
工
学
部
は
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
」（
定
員
30
名
）、「
機
械
工
学
科
」（
定
員
50
名
）、「
電
気
電

子
工
学
科
」（
定
員
50
名
）、「
情
報
工
学
科
」（
定
員
70
名
）
の
４

学
科
（
学
年
定
員
２
０
０
名
、
収
容
定
員
８
０
０
名
）
で
構
成
さ

れ
る
。

本
学
で
は
、
複
雑
な
問
題
を
少
し
で
も
良
化
さ
せ
る
た
め
に
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
て
多
様
な
価
値
観
や
異
文
化
が
集
え

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
２
０

１
９
年
よ
り
進
め
て
き
た
文
系
学
部
内
に
理
系
の
学
び
を
拡
充
さ

せ
る
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
分
野
を
超
え
た
多
様
な
学
び

［図］新校舎「アカデミックベース」フロアマップ
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明日への試み

を
整
備
し
て
き
て
お
り
、
２
０
２
５
年
は
そ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

と
し
て
初
の
理
系
学
部
と
な
る
理
工
学
部
を
新
設
し
、
理
工
学
の

専
門
教
育
を
包
含
す
る
こ
と
と
し
た
。
新
校
舎
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

ベ
ー
ス
」
で
は
、
学
部
棟
や
研
究
棟
な
ど
機
能
で
分
け
る
の
で
は
な

く
、
教
室
と
研
究
室
を
同
じ
フ
ロ
ア
内
に
千
鳥
形
に
配
置
し
、
分

野
を
超
え
て
学
生
と
教
職
員
が
混
在
す
る
仕
組
み
を
創
り
出
し
て

い
る
。
学
生
が
学
部
ご
と
に
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
研
究
室
も
配

置
を
工
夫
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
交
流
を
育
む
た
め
、
校
舎
の
中

央
を
走
る
廊
下
部
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｌ
Ａ
Ｂ
と
し
て
、
机
や
椅

子
な
ど
の
什
器
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
設
置
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
エ
リ
ア
を
設
け
て
い
る
。

専
門
分
野
の
修
得
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
の
上
で
、
大
学
全
体

と
し
て
文
理
を
超
え
て
異
分
野
の
人
々
と
協
働
で
き
る
力
を
育
み
、

心
地
よ
い
社
会
を
創
る
人
材
の
輩
出
を
目
的
と
し
て
い
る
。

U
niversity 3.0

と
し
て
の
理
工
学
教
育

3大
学
の
発
展
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
の
一
つ
に
、University 1.0, 

2.0, 3.0

と
い
う
表
現
が
あ
る
。U

niversity 1.0

は
教
育
機
関
と

し
て
の
大
学
で
あ
り
、
専
門
知
識
の
伝
達
と
教
育
が
主
な
役
割
だ
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
が
典
型
例
で
あ
る
。U

niversity 2.0

は
、
教

育
に
加
え
て
研
究
が
主
要
な
役
割
と
な
る
研
究
機
関
と
し
て
の
大

学
で
あ
る
。
専
門
分
野
で
の
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
知
識
や
技
術

を
生
み
出
す
。
19
世
紀
以
降
の
フ
ン
ボ
ル
ト
型
大
学
が
代
表
例
で
、

研
究
と
教
育
の
統
合
が
重
視
さ
れ
る
。U

niversity 3.0
は
、
教
育

と
研
究
に
加
え
、
産
業
界
や
社
会
と
の
連
携
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
を
重
要
視
す
る
、
産
学
連
携
・
社
会
貢
献
型
大
学
で
あ
り
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
地
域
社
会
と
の
連
携
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢

献
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
学
は
、U

niversity 3.0

へ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
べ
く
、
２
０

２
４
年
に
、
学
際
・
文
理
融
合
研
究
を
組
織
的
に
推
進
す
る
「
共

創
的
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
理
工
学
部
の
開
設
を

契
機
に
、
学
際
・
文
理
融
合
の
研
究
、
企
業
・
大
学
・
行
政
と
連

携
し
た
研
究
、
海
外
と
連
携
し
た
研
究
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
立
ち

上
げ
な
ど
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。
内
容
と
し
て
は
、「
共
創
的
研

究
奨
励
費
制
度
」
を
活
用
し
て
各
テ
ー
マ
の
推
進
加
速
を
図
る
と

と
も
に
、
学
外
機
関
な
ど
と
の
連
携
お
よ
び
研
究
広
報
の
観
点
か

ら
こ
れ
ら
を
組
織
的
に
支
援
し
、
大
阪
北
部
（
北
摂
）
地
域
の
ハ

ブ
と
し
て
、
共
創
的
研
究
の
研
究
成
果
創
出
と
社
会
実
装
の
加
速

を
目
指
す
。
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本
学
が
立
地
す
る
北
摂
に
は
名
神
、
新
名
神
、
中
国
、
近
畿
の

各
高
速
道
イ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
製
造
業
が
多
く
立
地
し
、
そ
の
数

は
近
年
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
産
業
基
盤
を
支
え
て
生
産
現
場

を
作
り
操
業
す
る
「
機
械
工
学
」、
そ
れ
を
駆
動
し
制
御
す
る
「
電

気
電
子
工
学
」、
そ
れ
ら
を
計
測
分
析
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

で
Ｄ
Ｘ
統
合
す
る
「
情
報
工
学
」、
加
え
て
情
報
通
信
技
術
や
セ
ン

サ
技
術
の
発
達
で
得
ら
れ
た
各
分
野
の
技
術
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
デ
ー
タ
に
内
在
す
る
本

質
的
構
造
を
見
極
め
、
数
理
的
思
考
に
基
づ
い
て
解
析
・
問
題
解

決
に
導
く
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
」
と
の
連
携
が
一
層

の
発
展
の
鍵
に
な
る
と
言
え
る
。
理
工
学
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
軸
足
を
し
っ
か
り
と
据
え
、
同
時
に
隣
接
分
野
と
柔
軟

に
連
携
で
き
る
人
材
を
育
成
・
輩
出
し
て
い
く
こ
と
で
社
会
の
有

為
と
な
り
た
く
思
う
。

教
育
Ｄ
Ｘ
を
加
速
す
る
三
種
の
神
器

4本
学
は
今
、「
個
別
最
適
化
し
た
学
び
に
よ
っ
て
成
果
を
最
大

化
す
る
学
修
者
本
位
の
教
育
」
を
目
指
し
、「
教
育
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

効
果
的
な
学
び
」
を
進
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力
を
借
り
て
、
学

［写真２］「アカデミックアーク」1階に新設した理工学部実験室
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生
の
学
修
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
分
析
し
、
そ
の
結
果
か

ら
、
対
処
法
や
効
果
的
な
学
修
方
法
を
考
え
、
学
生
に
還
元
す
る
、

と
い
う
も
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、「O

ID
A
I

ア
プ
リ
」「
未
来
志
向

Ｌ
Ｍ
Ｓ
」「
超
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
「
教
育
Ｄ
Ｘ
の
三
種
の

神
器
」
と
呼
び
、
整
備
し
て
き
た
。
本
学
が
独
自
設
計
し
た
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
「O

ID
A
I

ア
プ
リ
」
に
よ
り
、
学
生
に
情
報
を
提
供

し
、
学
生
の
質
問
と
そ
れ
へ
の
回
答
を
集
積
す
る
。
ま
た
、
授
業

に
お
い
て
は
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
駆
使
し
、
そ
の
履
修
デ
ー
タ
を
統
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
集
積
す
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
、
学
生
お
よ
び
教
職

員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
、
学
修
成
果

だ
け
で
な
く
自
分
の
強
み
や
弱
み
な
ど
を
理
解
し
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
教
職
員
も
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

学
習
支
援
の
方
策
を
更
新
し
て
い
く
。

不
易
流
行
の
理
工
学
教
育

5「
不
易
流
行
」
と
い
う
概
念
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
普
遍
的

で
変
わ
ら
な
い
も
の
（
不
易
）
と
、
時
代
の
流
れ
に
応
じ
て
変
化

す
る
も
の
（
流
行
）
の
両
立
を
意
味
す
る
。
こ
の
哲
学
が
、
理
工

学
教
育
に
お
い
て
こ
そ
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓
く
鍵
と
考
え
る
。

理
工
学
教
育
の
基
盤
と
な
る
「
不
易
」
は
、
基
本
的
な
知
識
や
原

理
、
そ
し
て
論
理
的
思
考
の
重
要
性
を
示
す
。
例
え
ば
、
数
学
の

微
積
分
や
行
列
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
、
電
磁
気
学
と
い
っ
た
基
本

概
念
は
、
時
代
が
ど
れ
だ
け
進
化
し
て
も
そ
の
基
礎
的
な
重
要
性

は
さ
び
付
く
こ
と
な
く
輝
き
続
け
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
こ
と
で
、
学
生
は
物
理
現
象
や
工
学
現
象
の
理
解
、
さ
ら
に
は

社
会
現
象
を
理
解
す
る
た
め
の
土
台
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。
加

え
て
、
実
験
演
習
を
通
し
て
得
た
経
験
、
さ
ら
に
は
そ
こ
で
の
失

敗
が
、
科
学
的
思
考
と
探
求
の
精
神
を
育
て
る
。
こ
れ
ら
が
理
工

学
教
育
の
「
不
易
」
の
部
分
で
あ
り
、
時
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ

る
べ
き
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る
。

学
部
名
称
を
「
理
工
学
部
」
と
伝
統
的
な
漢
字
名
で
分
野
を
表

し
、
学
科
名
称
も
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」「
機
械
工

学
科
」「
電
気
電
子
工
学
科
」「
情
報
工
学
科
」
と
、
数
学
に
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
含
む
こ
と
を
陽
に
示
し
た
以
外
に
、「
不
易
」
な

学
問
分
野
を
漢
字
名
で
配
置
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
本

学
が
「
不
易
」
な
理
工
学
教
育
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
、
学
部

名
と
学
科
名
に
込
め
て
訴
求
し
て
い
る
。

一
方
で
、「
流
行
」
に
当
た
る
の
は
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た

教
育
内
容
や
手
法
の
変
化
で
あ
る
。
現
在
、
理
工
学
分
野
で
は
情
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報
技
術
の
み
な
ら
ず
Ａ
Ｉ
と
の
融
合
と
い
う
新
し
い
技
術
が
急
速

に
発
展
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
に
対
応
す
る
た
め
に
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
は
柔
軟
に
更
新
さ
れ
る
べ
き
で
、
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル

を
活
用
し
た
教
育
が
該
当
す
る
。
本
学
が
独
自
で
開
発
を
行
っ
て

い
る
「O

ID
A

I
ア
プ
リ
」
を
代
表
と
す
る
本
学
の
Ｄ
Ｘ
は
、
学
生

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
学
習
環
境
を
提
供
し
て

い
く
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
教
育
方
法
は
、
時
代
の
流
れ
に
応
じ
て

進
化
し
続
け
る
「
流
行
」
の
象
徴
で
あ
る
。

理
工
学
教
育
が
効
果
的
で
あ
る
た
め
に
は
、「
不
易
」
と
「
流

行
」
を
適
切
に
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
基
礎
知
識
を

学
ぶ
際
に
、
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
学
生
の
興
味
を

引
き
出
す
こ
と
が
可
能
だ
。
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
設
計
体
験
な
ど
が
好
例

で
、
そ
の
よ
う
な
実
験
演
習
機
材
を
整
備
し
て
、
新
入
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
観
点
を

教
育
に
組
み
込
む
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
地
球
環
境
や
社
会
課
題

に
配
慮
し
た
技
術
開
発
は
、
未
来
の
技
術
者
に
と
っ
て
避
け
て
通

れ
な
い
テ
ー
マ
だ
。
こ
れ
を
普
遍
的
な
倫
理
観
や
基
礎
知
識
（
不

易
）
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
理
工
学
教
育
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
理
工
学
部
の
学
生
は
、
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
全
学
部
共
通
教
育
に
お
い
て
、
９
学
部
を
混
交
し
て
の
教
育

か
ら
多
様
な
価
値
観
を
涵
養
す
る
。
３
年
次
前
期
に
は
「
理
工
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
４
学
科
を
ま
た
ぐ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目
か
ら
多

様
な
視
点
を
、
そ
し
て
３
年
次
後
期
よ
り
１
年
半
の
間
、
研
究
室

に
配
属
さ
れ
、
指
導
教
員
よ
り
課
題
研
究
と
卒
業
研
究
に
お
け
る

密
な
実
践
的
教
育
を
受
け
る
。

「
不
易
流
行
」
の
哲
学
は
、
理
工
学
教
育
の
設
計
に
お
い
て
、
普

遍
性
と
進
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
強
力
な
指
針
で
あ
る
。

不
変
の
価
値
を
守
り
つ
つ
、
教
育
Ｄ
Ｘ
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
次
世
代
の
科
学
者
や
技
術
者
を
育
成
す
る
教
育
が
可
能
と

な
る
。
こ
の
哲
学
を
教
育
現
場
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
理
工
学

部
の
学
生
だ
け
に
資
す
る
の
で
は
な
く
、
理
工
学
部
の
学
生
に
は

人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
知
見
と
同
級
生
の
力
、
文
系
学
部
の
学

生
に
は
自
然
科
学
、
科
学
技
術
の
知
見
と
同
級
生
の
力
が
、
彼
ら

彼
女
ら
の
成
長
に
質
的
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
、
学
内
教
員
の
研
究
と
社
会
貢
献
へ
シ
ナ
ジ
ー
効

果
を
も
た
ら
し
、
真
のU

niversity 3.0

へ
の
昇
華
に
つ
な
が
る
。

追
手
門
学
院
は
、
開
学
以
来
の
教
育
理
念
と
し
て
「
独
立
自
彊
、

社
会
有
為
」
を
掲
げ
て
い
る
。「
彊
」
は
、
他
者
と
一
線
を
画
し
、

か
ん
よ
う

き
ょ
う
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弓
を
硬
く
張
っ
た
よ
う
に
揺
る
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
確
固
た

る
個
性
を
持
ち
、
自
他
の
人
格
を
尊
重
す
る
、
真
に
自
由
な
精
神

と
強
い
意
志
を
持
っ
た
責
任
感
を
意
味
す
る
。
　 

「
第
二
の
開
学
」
を
迎
え
て
新
た
な
道
を
進
む
本
学
は
こ
れ
か
ら

も
、
豊
か
な
一
般
教
養
を
身
に
付
け
、
深
い
知
識
と
高
い
思
考
力

を
持
ち
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に
適
応
し
生
き
抜
け
る
「
独
立
自
彊
、

社
会
有
為
」
の
人
材
を
、
文
理
完
備
の
総
合
大
学
と
し
て
輩
出
し

て
い
く
。

［写真３］新校舎「アカデミックベース」1階 エントランスホール
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